
 

聖地・秩父の宮から2019年のラグビーを盛り上げる！ 

秩父宮みなとラグビーまつり2019が、 
「RUGBY MATSURI PROJECT2019」の第1号イベントとして申請 

2019 年4 月26 日（金） 
秩父宮みなとラグビーまつり2019 実行委員会 

 今年で3回目の開催となる秩父宮みなとラグビーまつりは、ラグビーの聖地である秩父宮ラグビー場や東京の中心
である港区や周辺の大使館、ラグビーに関わる様々な組織団体などとスクラムを組み、国内ラグビーを盛り上げ、
またラグビーを通じた国際文化交流や地域の活性化に繋げることを目的としております。 
  
 初めてラグビーワールドカップが日本で開催される中で、「RUGBY MATSURI PROJECT2019」に承認されるこ
とで、過去を上回るラグビーの国際交流フェスティバルを開催し、聖地・秩父宮、そして東京の中心「港区」から、
地域、企業、ラグビーチームと共にラグビーワールドカップ2019日本大会を盛り上げてまいります。 

 
報道関係各位 

 一般社団法人港区ラグビーフットボール協会は、2019年5月30日（木）～6月1日（土）の3日間にわたり、秩父
宮ラグビー場を中心とした東京都港区内にて、ラグビーを通じた国際交流フェスティバル「秩父宮みなとラグビー
まつり2019 Supported by アサガミ株式会社」（以下、「秩父宮みなとラグビーまつり」）を開催いたします。 
 秩父宮みなとラグビーまつりは、公益財団法人日本ラグビーフットボール協会と公益財団法人ラグビーワールド
カップ2019組織委員会が新たに開始するプロジェクト「RUGBY MATSURI PROJECT2019」に賛同し、秩父宮み
なとラグビーまつり内で6月1日（土）に行います、小学生を対象とした「はじめてのラグビー体験」、及び女性を
対象とした「女子ラグビークリニック」を、この度第1号イベントとして申請いたしました。 

【「RUGBY MATSURI PROJECT2019」とは？】 
全国の自治体・商店街・ラグビーチーム等が主催するイベントを対象とする参加型プログラムとなっています。
ラグビーに関するイベント・活動を申請いただき、ガイドラインに基づいて承認されると、本プロジェクトオ
リジナルロゴマークが提供されます。このロゴマークは告知用チラシ、Webサイト等でご使用いただくことが
でき、さらに「RUGBY MATSURI PROJECT2019」オフィシャルサイトに掲載されます。 



正式名称 ： 秩父宮みなとラグビーまつり2019 Supported by アサガミ株式会社 
   （英語表記 CHICHIBUNOMIYA Minato Rugby Festival 2019  
          Supported by ASAGAMI CORPORATION） 
日程  ： 2019年 5月30日(木)～6月1日(土) 
実行委員会 ：  秩父宮みなとラグビーまつり2019実行委員会 
特別協賛  ： アサガミ株式会社 
協賛 ：大成建設株式会社／三菱自動車工業株式会社／AIGジャパン・ホールディングス株式会社 
(4月26日現在） ／株式会社ゼロワンブースター／株式会社オカムラ 
         ／笑顔道整骨院グループ 株式会社爽健グローバル／広友レンティア株式会社 
         ／株式会社マイプリント／日本空港ビルデング株式会社／三菱電機株式会社 
         ／葉山国際カンツリー倶楽部（株式会社三和）／一般社団法法人港区観光協会 
         ／塩と暮らしを結ぶ運動推進協議会／国際自動車株式会社／株式会社八芳園／いちご株式会社 
公式H P ：http://chichibunomiya-minato-rugby-fes.jp/ 

【秩父宮みなとラグビーまつり2019 Supported by アサガミ株式会社 開催概要】 

正式名称            ：RUGBY MATSURI PROJECT2019 
主催            ：公益財団法人日本ラグビーフットボール協会 
               ／公益財団法人ラグビーワールドカップ2019組織委員会 
申請期間          ：2019年4月25日(木)14:00～11月3日(日)23:59 
承認イベント実施期間    ：2019年6月1日(土)～11月30日(土) 
承認イベント内容        ：①ラグビーに直接関わるイベントや活動 
              ：②ラグビーイヤーに際して、地域を盛り上げるイベントや活動 
プロジェクトHP／申請URL：https://rugbymatsuriproject2019.jp 

【RUGBY MATSURI PROJECT2019 概要】 


